
第６号議案

県立学校職員の人事評価に関する規則の一部改正について

県立学校職員の人事評価に関する規則（平成１８年宮城県教育委員会規則第３

号）の一部を別紙のとおり改正する。

令和２年３月２５日提出

宮城県教育委員会教育長 伊東 昭代

第６号議案
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県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
新
旧
対
照
表

改
正
案

現
行

備
考

第
一
条
（
略
）

第
一
条
（
略
）

(

人
事
評
価
の
対
象
と
な
る
職
員
の
範
囲)

(

人
事
評
価
の
対
象
と
な
る
職
員
の
範
囲)

第
二
条

人
事
評
価
は
、
教
育
委
員
会
の
教
育
長(

以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。)

が
指
定
す
る
職
員
以
外
の
す
べ
て
の
職
員
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条

人
事
評
価
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
す
べ
て
の
職
員
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一

非
常
勤
の
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
法
第
二
十
八
条
の
五

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。）
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
）
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
職
員
を
い
う
。
）
を
除
く
。）

二

臨
時
的
任
用
の
職
員

三

教
育
委
員
会
の
教
育
長(

以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。)

が
指
定
す
る
職
員

(

人
事
評
価
の
実
施
基
準
日
等)

(

人
事
評
価
の
実
施
基
準
日
等)

第
三
条

人
事
評
価
を
実
施
す
る
最
終
評
価
の
基
準
日
（
以
下
「
評
価
基
準
日
」

と
い
う
。
）
は
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
条
件
付
採
用
と
さ
れ
て
い
る

職
員
に
係
る
人
事
評
価
（
以
下
「
条
件
付
採
用
評
価
」
と
い
う
。）
を
除
き
、

毎
年
度
三
月
一
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
年
度
の
中
途
に
お
い
て
昇
任
、
転
任
、

復
職
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
評
価
基
準
日
に
お
い
て
公
正
な
評
価
を
行
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こ

と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
職
員
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

第
三
条

人
事
評
価
を
実
施
す
る
最
終
評
価
の
基
準
日
（
以
下
「
評
価
基
準
日
」

と
い
う
。
）
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
付
採
用
と
さ
れ

て
い
る
職
員
に
係
る
人
事
評
価
（
以
下
「
条
件
付
採
用
評
価
」
と
い
う
。
）
を

除
き
、
毎
年
度
三
月
一
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
年
度
の
中
途
に
お
い
て
昇
任
、

転
任
、
復
職
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
評
価
基
準
日
に
お
い
て
公
正
な
評
価
を

行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
職
員
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

（
以
下
略
）

（
以
下
略
）
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県立学校職員の人事評価に関する規則の一部改正の概要

１ 改正理由

「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成２９年法律

第３４号）」が，令和２年４月から施行されることに伴い，会計年度任用職

員及び臨時的任用職員についても人事評価の対象とし，能力及び実績に基づ

く人事管理を行うもの。

２ 改正内容

本規則の実施要領等で，会計年度任用職員及び臨時的任用職員を人事評価の

対象とするため，本規則の文言の整理を行うもの。

３ 施行年月日

令和２年４月１日
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